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りそなグループについて

りそなホールディングス

りそな銀行 埼玉りそな銀行 関西みらい銀行 みなと銀行

【店舗網】 【お客さま基盤】 【貸出金の内訳】

個
人中小企業

その他

約8割が中小企業・個人向け

首都圏

288

関西圏

507

3

8

81
5

【個人顧客数（万人）】 【法人顧客数（万社）】

【預金（兆円）】 【貸出金（兆円）】

1,600 50

63 42

（2024年3月末）
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埼玉りそな銀行について
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埼玉りそな銀行の目指す姿

中期経営計画 (2023～2025年度)

位置づけ

『価値の良い流れを創り出す 』 共創社会のハブへと進化する３年間

共創価値

埼玉りそな銀行の
目指す姿 埼玉県の皆さまに信頼され、地元埼玉とともに発展する銀行

りそなグループの
パーパス

金融＋で、未来をプラスに。

渋沢翁が掲げた道徳経済合一の理念が息づく地域金融機関として

埼玉県5か年計画～日本一暮らしやすい埼玉へ～（2022年度～2026年度）をベースに策定
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埼玉りそな銀行のハブ機能について

 金融機関がハブ機能を発揮することで、地域の自律的好循環を創出し、
「持続可能な地域社会づくり」と「当社の持続的な成長」を両立することを目指します

銀行

企業

学術
機関

官公庁

専門
機関

地域課題
解決

対価
受領

地域課題解決支援

対 地公体

ビジネス・雇用創出
生活の質向上

対 企業・個人 対 域外

埼玉の魅力
を提供

地域の自律的
好循環創出

持続可能な
地域社会の実現
(地域×SDGs)
地域経済活性化
財政安定化

当社の安定的な
成長

地域との
価値共創

◆「持続可能な地域社会の実現(地域×SDGs)」に向けて
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銀行が情報の¨ハブ¨となり地域振興をサーキュラーエコノミーで後押し！！

フードロス削減および地域振興を目指したクラフトビールづくり
（規格外イチゴ×地元クラフトビール醸造所×地元プロバスケチーム）

 県内有数のイチゴの産地である久喜市では、収穫適期（11月～5月下旬）を過ぎると、収穫さ
れずに苗ごと抜かれて廃棄されていました。フードロス削減と地域振興の両立を目指すために、銀行
が埼玉県や久喜市と連携し、生産者にも協力してもらい、廃棄予定のイチゴを確保。市内のクラフ
トビール醸造所のお客さまが、従来廃棄されていたイチゴをアップサイクルしたクラフトビールづくりに生
かしました。

 イチゴの仕込みは、地元プロバスケットチーム（SAITAMA WILDBEARS）の選手も一緒に行い、
出来上がったクラフトビールは同チームのイベントや試合などで販売し、久喜市の名産であるイチゴの
アピールやイベント等への集客を通じた地域振興にもつなげました。

 TVニュースでも報道もされ、当社の取組みが地元の他金融機関にも伝わったことで、ビール醸造所
によれば「他行からも、規格外果物等の活用に向けた提案がくるようになった」とのこと。地域のフード
ロス削減や未利用資源のアップサイクルに向けた意識向上にも貢献しています。

銀行がハブとなることで、久喜市の
こまりごと（廃棄していた規格外イ
チゴ）と地元クラフトビール醸造所
と、地元プロバスケチームをつなぎ、
新たな価値を創出した事例です

新たな価値は、従来廃棄していた
イチゴを活かす、サーキュラーエコノ
ミーの実現に資するものであり、本
取組みをきっかけに、地域のフード
ロス削減や未利用資源のアップサ
イクルに向けた意識向上にも貢献
しています

内 容 ポイント

埼玉りそな銀行の事例①

埼玉りそな銀行久喜支店

アグリソリューションデスク

久喜市（農林振興センター）

プロバスケチーム

クラフトビール醸造所

×
×
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埼玉りそな銀行の事例①

～本社9階食堂にて取引先の白米を提供～

提供する白米の特徴は、吉川、加須、春日部など県
内東部エリアを中心に作られた埼玉県産の新米(彩のき
ずな)であることに加え、本社食堂の食べ残しが含まれる
食品リサイクル堆肥を使用して生産されたもの

「食品ロスが農業で活用され、生産されたお米がまた私
たちの口に入る」という、廃棄物を生み出さず、資源として
循環させる『サーキュラーエコノミー』を実践する取組み

持続可能な社会の実現など 「未来をプラスに変えてい
く」ことを目指し、イベント実施※食品リサイクル堆肥も、
取引先にて製造

当社取引先さまとの協業によるサーキュラーエコノミーの
実現、地産地消への取組みを応援することを通じ、県内
農業の支援、社内のSDGs機運を更に高めることが狙い

リサイクル堆肥を使って育てられた米は、『エコ循環米』
として、コープみらいの店舗などでも販売しています

非製造業でも取り組めることはたくさんあるということを
自ら実践することで従業員の意識を醸成

アグリソリューションデスク：現在は法人部門に配置
・・・経営直轄組織として¨農業ビジネスタスクフォース¨を立上げ→短期集中でビジネス化
地域の農業ビジネスの活性化や食のサーキュラーエコノミーを埼玉りそな銀行がハブ機能を発揮し実現を目指す
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①発生抑制、②管理、③活用・流通の各ステージで事業者と連携しオーナーや利用者へのソリューション提供を志向

経営直轄組織として¨空き家対策タスクフォース¨を立上げ（2024年4月～）→短期集中でビジネス化

地域課題である空き家問題への対応を¨広義のサーキュラーエコノミー¨として捉え、
埼玉りそな銀行と地域デザインラボさいたま（銀行業高度化等会社）がハブ機能の発揮を目指す

埼玉りそな銀行の事例②

地域デザインラボさいたま受注案件
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埼玉りそな銀行の事例②

• 2024年５月15日（水）、国の登録有形文化財である旧川越支店が、
「りそな コエドテラス」としてリニューアルオープン！

主な取組み内容

• “埼玉県の産業・観光・暮らしの好循環を創出し、地域の未来をプラス
にする唯一無二の共創拠点”を目指し、産業創出やブランディング、
賑わい創出に挑戦しています

産業創出事業(1F/3F)

インキュベーション・コワーキングス

ペースやシェアオフィス・キッチン、

チャレンジショップを活用し、テスト

マーケティング、共創イベント、アント

レプレナー教育等を実施

01

ブランディング事業
(1F/2F)
カフェテリア、レストラン、バー、物

販など埼玉や川越の魅力、農と食、

文化芸術、地域活動などのブラン

ド発信やPRを実施

02

賑わい創出事業
(屋外スペース・2F)
屋外イベントスペース、テラス等を

活用し、観光客や地域住民など幅広

い方が集い、楽しめる拠点づくりを

実施

03

約15万人

来館者数

会員数※

147先

※R e s o n a K a w a g o e  B a s e  + （インキュベーション・コワーキングスペース）の会員数

イベント
開催件数

66件
メディア
掲載件数

62件

★川越市内

創業支援機関

との事業連携

協定締結★

地域デザインラボさいたまが運営する共創空間
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